
























 1  Peter Handke: Die Lehre der Sainte-Victoire. Frankfurt a.M. (Suhrkamp Verlag) 1980.引用頁は本文中に示す。
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することは最初から与えられた当然の権利ではない（S. 68, 70, 72f.）。そして、たとえその権利を
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　この短い引用文によって言われていることをもう少し明確にするためにその出典を探してみる
 6  Georg Pichler: Die Beschreibung des Glücks. Peter Handke. Eine Biografie. Wien (Ueberreuter) 2002, S. 136.





























本作中にもホールの名前は二度挙がり (S. 44, 81)、『鉛筆の話』に続く次の日記『反復の想像』（執筆時期は1981
－82年）からも (S. 68, 76)、当時ハントケがホールの著作に親しんでいたことが分かる。
 9  Ludwig Hohl: Die Notizen oder von der unvoreiligen Versöhnung. Frankfurt a.M. (Suhrkamp Verlag) 1984, S. 
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 Hamburger Ausgabe in 14 Bänden. Hrsg. von Erich Trunz. München (Verlag C. H. Beck) Band 6: Romane und 
































11 原文では das Reich der Wörter となっている。「王国」Reich に関しては注５参照。
12 ここで言われる「持続」の定義はスピノザの『エチカ』の中に見つかる。「持続とは存在の無限定な継続であ
る」。スピノザ『エチカ』（上巻）畠中尚志訳、岩波文庫、1998 年、94 頁参照。
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ここでは「地上の王国」と訳した。
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des Salzburger Handke-Symbosions. Hrsg. von Adolf Haslinger, Herwig Gottwald und Andreas Freinschlag. 
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tur. München (Wilhelm Fink Verlag) 2002, S. 78.
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41 M. クルツは「絵の中の絵」Bild der Bilder という表現が、Buch der Bücher（聖書）の類推形であるがゆえに、
ここに絵と書物の関連が暗示されていると指摘している。Vgl. Martina Kurz: Bild-Verdichtungen. Cézannes 
Realisation als poetisches Prinzip bei Rilke und Handke. Göttingen (Vandenhoeck & Ruprecht) 2003, S. 82f.
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 彼らが歩くことと書くこととの関係性を考察している。Vgl. Christoph Bartmann: Hand und Fuß. Peter 
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